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8.4. 水質 
8.4.1. 現況調査 
(1) 調査内容 

調査内容は，表 8.4-1に示すとおりとした。 

表 8.4-1 調査内容（水質） 

調査内容 

水質 1.水の濁りに関する調査 
・河川晴天時調査及び降雨時濁水調査 
SS（浮遊物質量），流量，気温，水温 

・土砂沈降試験（土砂沈降速度） 

 

(2) 調査方法 
ア 既存資料調査 

調査方法は，表 8.4-2に示すとおりとした。 

表 8.4-2 調査方法（水質：既存資料調査） 

調査内容 調査方法 

1.水の濁りに関する調査 
・河川晴天時調査及び降雨時濁水調査 
SS（浮遊物質量），流量，気温，水温

「平成 12 年 3 月評価書」，「公害関係資料集」
等から，対象事業計画地及び近傍の水質状況等を
整理するものとした。 

・土砂沈降試験（土砂沈降速度） 土砂沈降試験結果は「平成 12 年 3 月評価書」
の試験値を用いるものとした。 

 

イ 現地調査 

調査方法は，表 8.4-3に示すとおりとした。 

表 8.4-3 調査方法（水質：現地調査） 

調査内容 調査方法 

1.水の濁りに関する調査 
・河川晴天時調査及び降雨時濁水調査 
SS（浮遊物質量），流量，気温，水温

採水した水を分析するとともに，流速計等を用
いて流量を測定するものとした。 
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(3) 調査地域及び調査地点 
ア 既存資料調査 

調査地域は，「6.地域の概況」における調査範囲（図 6-1 参照）と同様とした。 

調査地点は，概況調査範囲内に存在する測定地点とするものとした。 

 

イ 現地調査 

調査地点は，対象事業計画地からの雨水排水が計画されている地点とし，表 8.4-4に示すとお

りとした。 

表 8.4-4 調査地点（水質：現地調査） 

調査内容 
調査地点 

位置図 
地点番号 河川名等 

1.水の濁りに関する調査 
・河川晴天時調査及び降雨時濁水調査 
SS（浮遊物質量），流量，気温，水温

No.1 山田川 

図 8.4-1 

No.2 新堰水路 

No.3 銅谷水路 

No.4 八沢川 

No.5 七北田川 

No.6 開発区域内ため池 
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図 8.4-1 水質調査地点 

（現地調査） 
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(4) 調査期間 
ア 既存資料調査 

調査期間は，1年間以上の測定結果を収集・解析するものとした。 

 

イ 現地調査 

調査期間は SS 及び流量の変化を確認するため，晴天時(6 回/年；平水時)及び降雨後(2 回/年；

出水時)にそれぞれ測定するものとし，表 8.4-5に示すとおりとした。なお，降雨後（出水時）調

査の前々日から当日までの降雨量は，表 8.4-6に示すとおりである。 

表 8.4-5 調査期間（水質：現地調査） 

調査内容 天候 調査期間 
地点番号（No.） 

1 2 3 4 5 6

1.水の濁りに関する調査 

・河川晴天時調査 
及び降雨時濁水調査 

SS（浮遊物質量），流量， 
気温，水温 

晴天時 
(平水時) 

平成 26 年 2月 26 日（月）， 2 月 27 日（火） ○ ○ ○ ○  ○

平成 26 年 4月 27 日（月）， 4 月 28 日（火） ○ ○ ○ ○  ○

平成 26 年 6月 16 日（月）， 6 月 17 日（火）
             6月26日（火）

○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年 8月 20 日（月） ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年 10 月 19 日（月） ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年 12月 23日（月）， 12月 24日（火） ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 27 年 2月 25 日（月）     ○  

平成 27 年 4月 27 日（月）     ○  

降雨後※ 
(出水時) 

平成 26 年 8月 10 日（月） ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年 10 月 6 日（月） ○ ○ ○ ○ ○ ○

※：最寄の気象観測所における降雨後（出水時）調査の前々日から当日までの降水量は，表 8.4-6に示すとおりである。 

 

表 8.4-6 降雨後（出水時）調査での降雨量 

年月日 

仙台管区気象台(仙台)※1 アメダス泉ヶ岳※2 

日降雨量 日最大 
1 時間雨量 日降雨量 日最大 

1 時間雨量

降雨後 
1 回目 

前々日 平成 26 年 8月 8日 20.0 mm 8.0 mm 58.0 mm 33.5 mm

前日 平成 26 年 8月 9日 4.5 mm 2.0 mm 12.5 mm 3.0 mm

当日（調査実施日） 平成 26年 8月 10日 22.5 mm 11.5 mm 60.5 mm 11.5 mm

降雨後 
2 回目 

前々日 平成 26年 10 月 4日 0.0 mm 0.0 mm 0.0 mm 0.0 mm

前日 平成 26年 10 月 5日 7.5 mm 2.5 mm 6.5 mm 3.5 mm

当日（調査実施日） 平成 26年 10 月 6日 78.5 mm 12.5 mm 94.0 mm 14.0 mm

※1：仙台市宮城野区五輪 仙台管区気象台 (標高 39.0m) 

※2：仙台市泉区福岡岳山 (標高 630.0m) 
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(5) 調査結果 
ア 既存資料調査 

対象事業計画地及びその周辺の水質状況等は，「6.地域の概況 6.1 自然的状況 6.1.2.水環

境」に示すとおりである。 

また，土砂沈降試験結果は，「6.地域の概況 6.1 自然的状況 6.1.3.土壌環境」に示すとおり

である。 

 

イ 現地調査 

各調査地点における現地調査結果は，表 8.4-7(1)～(6)に示すとおりである。以下に概要を示

す。 

 

① SS（浮遊物質量） 

地点 1～地点 6 の SS（浮遊物質量）は，晴天時（平水時）が 1 未満 mg/L～10mg/L，降雨後（出

水時）が 3mg/L～210mg/L であった。晴天時（平水時）は，全ての地点において環境基準を満足す

る結果となった。降雨後（出水時）は，№1 山田川，№2 新堰水路，№5 七北田川は両日，№3 銅

谷水路は平成 26 年 8 月，№4 八沢川は平成 26 年 10 月の調査で環境基準を満足しなかった。一方

で No.6 開発区域内ため池は，降雨後（出水時）の両日とも環境基準を満足していた。 

 

② 流量 

地点 1～地点 6 の流量は，晴天時（平水時）が 0.00001m3/s～1.922 m3/s，降雨後（出水時）が

0.004 m3/s～46.378m3/s であった。晴天時（平水時），降雨後（出水時）ともに，No.5 七北田川の

流量が最も多かった。なお，河川における同月の晴天時と降雨後の比較では，No.1 山田川が約 20

倍～50 倍，No.4 八沢川が約 10 倍，No.5 七北田川が約 10 倍～40 倍の流量増加であった。 

 

③ 気温 

地点 1～地点 6の気温は，0.4℃～33.5℃であった。 

 

④ 水温 

地点 1～地点 6の水温は，0℃～27℃であった。No.6 開発区域内ため池は，2月及び 12 月の調査

時にはため池の表面が凍結している状況であった。 
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表 8.4-7(1) 現地調査結果（水質）（No.1：山田川） 

項  目 
単

位 
晴天時（平水時） 降雨後（出水時）

環境基準

(A 類型)

採取月日 - 
平成26年 

2 月 27 日 

平成 26 年 

4 月 27 日 

平成 26 年

6 月 16 日

平成 26 年

8 月 20 日

平成 26 年

10月 19日

平成 26年

12月23日

平成 26 年 

8 月 10 日 

平成26年

10 月 6 日
― 

採取時刻 - 14:25 8:00 8:20 11:20 8:35 9:00 15:20 13:10 ― 

天  候 - 曇 晴 晴 曇 晴 晴 曇 雨 ― 

現
場
測
定
項
目 

気  温 ℃ 9.0  19.5  22.0  33.5  14.7  0.4  24.5  10.5 ― 

水  温 ℃ 5.0  13.0  18.5  26.8  15.0  0.7  22.2  15.2 ― 

色  相 - 微黄色 微白色 無色 微黄色 なし なし 褐色 黄褐色 ― 

濁  り - なし なし なし なし なし なし あり あり ― 

臭  気 - なし なし なし なし なし なし 微土臭 なし ― 

流  量 m3/s 0.249  0.019  0.110 0.039 0.112 0.107 0.916  5.248 ― 

分
析

項
目

浮遊物質量

(SS) 
mg/L 10  4  5  10  1  2  63  210  25 以下

※1：表内の網掛けされた箇所は，環境基準を満足しなかった値を示す。 
※2：環境基準は，調査地点は七北田川水系であるため，七北田川（七北田橋より上流（流入する支川を含む。ただし，七北田ダム全域に係る

部分を除く。））を参考に，Ａ類型にあてはめた。 
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図 8.4-2(1) SS・流量の関係（上段）と気温・水温の関係（下段）（No.1：山田川） 
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表 8.4-7(2) 現地調査結果（水質）（No.2：新堰水路） 

項  目 
単

位 
晴天時（平水時） 降雨後（出水時）

環境基準

(A 類型)

採取月日 - 
平成26年 

2 月 27 日 

平成 26 年 

4 月 27 日 

平成 26 年

6 月 16 日

平成 26 年

8 月 20 日

平成 26 年

10月 19日

平成 26年

12月23日

平成 26 年 

8 月 10 日 

平成26年

10 月 6 日
― 

採取時刻 - 10:50 9:30 9:31 8:31 9:15 9:45 14:50 12:25 ― 

天  候 - 曇 晴 晴 曇 晴 晴 小雨 雨 ― 

現
場
測
定
項
目 

気  温 ℃ 9.0  23.5  26.0  29.5  16.6  1.5  24.3  16.5 ― 

水  温 ℃ 5.0  13.5  17.5  21.9  14.5  0.2  22.4  16.5 ― 

色  相 - 微黄色 なし 無色 なし なし なし 黄褐色 黄褐色 ― 

濁  り - なし なし なし なし なし なし 有 有 ― 

臭  気 - なし なし なし なし なし なし なし なし ― 

流  量 m3/s 0.0018 0.091  0.423 0.319 0.015 0.005 0.244  0.162 ― 

分
析

項
目

浮遊物質量

(SS) 
mg/L 1  3  5  2  1 未満 1 未満 35  100  25 以下

※1：表内の網掛けされた箇所は，環境基準を満足しなかった値を示す。 
※2：環境基準は，調査地点は七北田川水系であるため，七北田川（七北田橋より上流（流入する支川を含む。ただし，七北田ダム全域に係る

部分を除く。））を参考に，Ａ類型にあてはめた。 
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図 8.4-2(2) SS・流量の関係（上段）と気温・水温の関係（下段）（No.2：新堰水路） 



 

 8.4-8

表 8.4-7(3) 現地調査結果（水質）（No.3：銅谷水路） 

項  目 
単

位 
晴天時（平水時） 降雨後（出水時）

環境基準

(A 類型)

採取月日 - 
平成26年 

2 月 27 日 

平成 26 年 

4 月 27 日 

平成 26 年

6 月 16 日

平成 26 年

8 月 20 日

平成 26 年

10月 19日

平成 26年

12月23日

平成 26 年 

8 月 10 日 

平成26年

10 月 6 日
― 

採取時刻 - 10:10 11:14 12:35 10:50 10:20 10:47 14:23 14:58 ― 

天  候 - 晴 晴 晴 曇 晴 晴 雨 小雨 ― 

現
場
測
定
項
目 

気  温 ℃ 7.8  23.8  26.7  32.8  18.4  1.8  25.2  16.0 ― 

水  温 ℃ 4.0  21.0  26.5  27.0  17.9  2.5  20.5  16.4 ― 

色  相 - なし 微黄色 淡褐色 微黄色 微茶色 なし 微黄色 黄褐色 ― 

濁  り - なし なし なし 微かに有り なし なし やや有 有 ― 

臭  気 - なし なし なし なし なし なし なし なし ― 

流  量 m3/s 0.021  0.006  0.010 0.007 0.002 0.005 0.179  0.189 ― 

分
析

項
目

浮遊物質量

(SS) 
mg/L 5  8  3  10  5  2  76  21  25 以下

※1：表内の網掛けされた箇所は，環境基準を満足しなかった値を示す。 
※2：環境基準は，調査地点は七北田川水系であるため，七北田川（七北田橋より上流（流入する支川を含む。ただし，七北田ダム全域に係る

部分を除く。））を参考に，Ａ類型にあてはめた。 
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図 8.4-2(3) SS・流量の関係（上段）と気温・水温の関係（下段）（No.3：銅谷水路） 
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表 8.4-7(4) 現地調査結果（水質）（No.4：八沢川） 

項  目 
単

位 
晴天時（平水時） 降雨後（出水時）

環境基準

(A 類型)

採取月日 - 
平成26年 

2 月 26 日 

平成 26 年 

4 月 28 日 

平成 26 年

6 月 17 日

平成 26 年

8 月 20 日

平成 26 年

10月 20日

平成 26年

12月23日

平成 26 年 

8 月 10 日 

平成26年

10 月 6 日
― 

採取時刻 - 13:50 9:30 9:31 16:35 8:20 11:31 16:00 12:55 ― 

天  候 - 晴 くもり 晴 曇 晴 晴 雨 雨 ― 

現
場
測
定
項
目 

気  温 ℃ 7.8  20.0  22.4  29.4  15.5  2.6  24.3  15.5 ― 

水  温 ℃ 6.2  15.0  21.0  25.3  16.0  0.4  22.0  15.5 ― 

色  相 - 微黄色 微黄色 淡褐色 微黄色 淡褐色 なし 微黄色 黄褐色 ― 

濁  り - なし なし なし なし なし なし 有 有 ― 

臭  気 - なし なし なし なし なし なし なし なし ― 

流  量 m3/s 0.083  0.024  0.032 0.026 0.107 0.050 0.261  0.915 ― 

分
析

項
目

浮遊物質量

(SS) 
mg/L 3  6  2  3  2  1  17  150  25 以下

※1：表内の網掛けされた箇所は，環境基準を満足しなかった値を示す。 
※2：環境基準は，調査地点は七北田川水系であるため，七北田川（七北田橋より上流（流入する支川を含む。ただし，七北田ダム全域に係る

部分を除く。））を参考に，Ａ類型にあてはめた。 
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図 8.4-2(4) SS・流量の関係（上段）と気温・水温の関係（下段）（No.4：八沢川） 
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表 8.4-7(5) 現地調査結果（水質）（No.5：七北田川） 

項  目 
単

位 
晴天時（平水時） 降雨後（出水時）

環境基準

(A 類型)

採取月日 - 
平成27年 

2 月 25 日 

平成 27 年 

4 月 27 日 

平成 26 年

6 月 26 日

平成 26 年

8 月 20 日

平成 26 年

10月 19日

平成 26年

12月24日

平成 26 年 

8 月 10 日 

平成26年

10 月 6 日
― 

採取時刻 - 9:30  13:50 13:10 13:50 13:42 9:45 17:25 15:50 ― 

天  候 - 曇 晴 晴 晴 晴 曇 曇 曇 ― 

現
場
測
定
項
目 

気  温 ℃ 7.8  23.2 29.5  33.2  15.5  5.1  24.4  15.3 ― 

水  温 ℃ 4.0  17.2 19.5  25.5  20.0  0.5  20.7  14.8 ― 

色  相 - なし 微黄色 無色 なし なし なし 微黄色 黄褐色 ― 

濁  り - なし なし なし なし なし なし やや有 有 ― 

臭  気 - なし なし なし なし なし なし なし なし ― 

流  量 m3/s 1.786  1.231 4.003 1.431 1.255 1.922 14.225  46.378 ― 

分
析

項
目

浮遊物質量

(SS) 
mg/L 1  3 3  2  1 未満 1 未満 32  140  25 以下

※1：表内の網掛けされた箇所は，環境基準を満足しなかった値を示す。 
※2：環境基準は，調査地点は七北田川水系であるため，七北田川（七北田橋より上流（流入する支川を含む。ただし，七北田ダム全域に係る

部分を除く。））を参考に，Ａ類型にあてはめた。 
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図 8.4-2(5) SS・流量の関係（上段）と気温・水温の関係（下段）（No.5：七北田川） 
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表 8.4-7(6) 現地調査結果（水質）（No.6：開発区域内ため池） 

項  目 
単

位 
晴天時（平水時） 降雨後（出水時） 環境基準

採取月日 - 
平成26年 

2 月 26 日 

平成 26 年 

4 月 28 日 

平成 26 年

6 月 16 日

平成 26 年

8 月 20 日

平成 26 年

10月 19日

平成 26年

12月24日

平成 26 年 

8 月 10 日 

平成26年

10 月 6 日
― 

採取時刻 - 8:30 11:19 13:32 15:47 11:06 9:07 14:50 15:20 ― 

天  候 - 晴 くもり くもり 晴 晴 曇 雨 曇 ― 

現
場
測
定
項
目 

気  温 ℃ 3.5  18.3  21.2  27.0  16.3  2.2  24.0  16.5 ― 

水  温 ℃ 0.0  14.5  18.5  23.0  14.6  0.0  19.8  14.8 ― 

色  相 - なし 微黄色 淡褐色 微黄色 なし なし 微黄色 黄褐色 ― 

濁  り - なし なし なし なし なし なし やや有 有 ― 

臭  気 - なし なし なし なし なし なし なし なし ― 

流  量 m3/s 0.00008 0.00001 0.0004 0.00004 0.00015 0.00004 0.004  0.029 ― 

分
析

項
目

浮遊物質量

(SS) 
mg/L 2  8  1 未満 1  1  1 未満 3  21  ― 

※：当該地点はため池であることから，環境基準での評価は行わない。 
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図 8.4-2(6) SS・流量の関係（上段）と気温・水温の関係（下段）（No.6：開発区域内ため池） 
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8.4.2. 予測  
(1) 工事による影響（切土・盛土・掘削等） 
ア 予測内容 

予測内容は，切土・盛土・掘削等による水質（水の濁り）への影響とした。（SS（浮遊物質量），

流量） 

 

イ 予測地域及び予測地点 

予測地域は，表 8.4-8に示す 5流域とした。 

予測地点は現地調査地点と同様とし，図 8.4-1及び表 8.4-8に示す 6地点とした。 

 

表 8.4-8 予測地域及び予測地点（水質：工事による影響（切土・盛土・掘削等）） 

 
予測地域 

 
予測地点 

番号 番号

A 山田川へ放流される流域 No.1 山田川 

B 新堰水路へ放流される流域 No.2 新堰水路 

C 銅谷水路へ放流される流域 No.3 銅谷水路 

D 八沢川調整池へ放流される流域 No.4 八沢川 

E 七北田川へ放流される流域 No.5 七北田川 

  No.6 開発区域内ため池 

 

ウ 予測対象時期 

予測対象時期は，裸地化した面積が最大となる時期とした。 
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エ 予測方法 

予測方法は，造成工事計画（濁水処理計画），沈降試験結果及び類似事例の引用・解析等により，

濁水が流出する可能性のある下流河川の SS 濃度を定量的に予測するものとした。 

 

① 予測フロー 

工事中に発生する濁水は，仮設調整池及び仮沈砂池を設け，土粒子を十分に沈降させた後に上

澄み水を対象事業計画地外に放流する計画である。 

具体的には，各流域の大部分（以下，「仮設調整池内」という）については，仮設調整池を経た

後，仮沈砂池に流入させる。一方，各流域の一部（以下，「仮設調整池外」という）については，

直接仮沈砂池内に流入させ，仮設調整池内からの排水とともに土砂を沈降させた後に放流する（詳

細は図 8.4-4参照）。 

以上のとおり，工事中の降雨により発生する濁水の影響予測は，濁水防止対策（仮設調整池及

び仮沈砂池の設置）の効果を踏まえて定量的に行うものとした。予測フローは，図 8.4-3に示す

とおりである。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

図 8.4-3 切土・盛土・掘削等による水質の予測フロー 

（仮設調整池内） （仮設調整池外） 

仮沈砂池出口での SS 濃度，流量 

土砂沈降特性の把握

濁水初期濃度 濁水初期濃度

流入する SS 濃度，流入量 流入する SS 濃度，流入量

雨水流出係数，降雨強度の設定 

調整池内外の緒元土砂沈降試験 

仮調整池出口での SS 濃度

仮設調整池

仮沈砂池

放流先放流先の SS 濃度，流量 

放流先における SS 濃度
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② 予測式 

a） 濁水流入量の算定 
工事中の降雨による仮設調整池または仮沈砂池への濁水流入量の算定は「面整備事業環境影響

評価技術マニュアル[Ⅱ]」（平成 11 年 11 月 面整備事業環境影響評価研究会）に基づき，以下に

示す合理式を用いた。 

360360

 2
2

 1
1

AI
f

AI
fQ

・
・

・
・   

Q ：濁水流入量（ｍ3/s） 

I ：降雨強度（mm/h） 

f1 ：開発区域の雨水流出係数 

f2 ：非開発区域の雨水流出係数 

A1 ：流域内の開発区域面積（ha） 

A2 ：流域内の非開発区域面積（ha） 

 

b） 表面積負荷の算定 
表面積負荷は「面整備事業環境影響評価技術マニュアル[Ⅱ]」（平成 11 年 11 月 面整備事業環

境影響評価研究会）に基づき，仮設調整池または仮沈砂池の表面積及び濁水流入量を用いて，以

下に示すように算出した。 

 

表面積負荷(m/h)= 

 

 

c） SS（浮遊物質量）濃度の算定 
仮設調整池または仮沈砂池放流口からの SS 濃度は，流入する濁水の SS 濃度に土砂沈降特性か

ら算出される残留率を乗じる方法により算出するものとした。 

 

SS 濃度(mg/L)= 流入する濁水の SS 濃度(mg/L)×残留率(％) 

 

d） 濁水混合による SS（浮遊物質量）濃度の算定 
濁水混合による SS（浮遊物質量）濃度は，以下に示す完全混合式を用いて予測するものとした。 

 

n

nn

QQQQ

QCQCQCQC
C





・・・

・・・

210

221100  

C  ：混合した濁水の SS 予測濃度（mg/L） 

C0 ：混合先の SS 濃度（mg/L） 

Q0 ：混合先の流量（ｍ3/h） 

Cn ：混合先へ流入する濁水の SS 濃度（mg/ℓ ）（ただし，N≧1） 

Qn ：混合先へ流入する濁水の流量（ｍ3/h）（ただし，N≧1） 

 

 

仮設調整池または仮沈砂池への濁水流入量（m3/h） 

仮設調整池または仮沈砂池の表面積（m2） 
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オ 予測条件 

① 工事中の流域区分 

現況の流域区分は，「1.4 事業の内容 1.4.5 排水計画 (1) 雨水排水計画 イ 工事中」の表 

1.4-20，図 1.4-27 及び図 1.4-28 に示すとおりである。 

 
② 仮設調整池内外の緒元 

仮設調整池内外の緒元（流域面積，仮設調整池及び仮沈砂池の表面積）は，表 8.4-9及び図 8.4-4

に示すとおりである。 

表 8.4-9 仮設調整池内外の緒元 

流域名称 

仮設調整池内 仮設調整池外 

流域面積（ha） 仮設調整池

表面積 

（ha） 

流域面積（ha） 仮沈砂池

表面積※1

（ｍ2） 
 

改変 

面積 

未改変

面積 
 

堤体部

面積 

改変 

面積 

未改変 

面積 

山田川流域① 13.77 12.15 1.62 2.939 2.09 1.23 0.16 0.7 11.25

山田川流域② 8.38 8.38 0.00 1.696 2.95 1.82 0.34 0.79 11.25×2

山田川流域③ － － － － 2.79 0.00 0.92 1.87 11.25

新設調整池流域※2 29.49 23.79 5.70 5.005 3.56 2.63 0.13 0.80 11.25

新堰水路流域① 4.48 4.48 0.00 0.614 1.44 0.94 0.35 0.15 11.25

新堰水路流域② 13.23 12.96 0.27 1.523 4.75 3.45 0.52 0.78 11.25

銅谷水路流域① 17.30 14.37 2.93 3.089 2.00 0.71 1.06 0.23 11.25

銅谷水路流域② 2.47 2.47 0.00 0.120 0.64 0.11 0.16 0.37 11.25

銅谷水路流域③ － － － － 0.87 0.00 0.43 0.44 0.00

八沢川調整池流域① 14.91 14.91 0.00 3.010 4.51 2.10 2.00 0.41 11.25×2

八沢川調整池流域② 3.39 3.39 0.00 0.280 3.31 1.22 1.88 0.21 11.25

八沢川調整池流域③ － － － － 1.86 0.00 1.86 0.00 0.00

八沢川調整池流域④ － － － － 3.63 0.00 2.68 0.95 0.00

八沢川調整池流域⑤ － － － － 6.44 0.00 1.56 4.88 11.25

計 107.42 96.90 10.52 － 40.84 14.21 14.05 12.58 －

※1：仮沈砂池の大きさは，幅 4.5m×長さ 2.5m×高さ 1.5m である。 

※2：供用後の雨水流出対策として対象事業計画地南西部に計画している調整池も濁水対策効果を見込んでいる。 
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図 8.4-4 仮設調整池の配置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※八沢川流域⑤の雨水排水は，
地点 6（開発区域内のため池）
に流入したのち，八沢川調整
池へ放流される。 

山田川へ放流 

山田川へ放流 

八沢川調整池流域②の 
仮沈砂池へ流入 

八沢川調整池流域②の
仮沈砂池へ流入 

新設調整池流域 
(仮設調整池外)の 
仮沈砂池へ流入 
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③ 雨水流出係数 

雨水流出係数は，表 8.4-10に示すとおりとした。 

表 8.4-10 雨水流出係数 

対象区域 雨水流出係数 

改変箇所(堤体部含む) 0.5※1 

未改変箇所 0.3※2 

※1：「面整備事業環境影響評価技術マニュアル[Ⅱ]」（平成 11 年 11 月 面整備事業環境影響評価研究会）

に示される「工事流の伐採地（裸地）」，及び「建設工事における濁水・泥水の処理工法」（平成 5

年，鹿島出版）に示される「工事中の伐開地の流出係数として一般的に用いられる値」の雨水流出

係数である。 

※2：「面整備事業環境影響評価技術マニュアル[Ⅱ]」（平成 11 年 11 月 面整備事業環境影響評価研究会）

に示される「後背地等の植栽地」の雨水流出係数である。 

 

④ 降雨強度 

降雨強度は，以下の 2とおりとした。 

・「開発行為・宅地造成工事許可申請の手引き」（平成 27 年 4 月 仙台市都市整備局住環境部開 

発調整課）に示される降雨強度 52.2mm/h 

・降雨後（出水時）調査時の仙台管区気象台（仙台）における日最大 1 時間雨量のうち，最大

値 12.5mm/h 

 

なお，放流先の SS（浮遊物質量）濃度の算定にあたっては，上記のうちより頻度が高いと考え

られる 12.5mm/h を選定した。 

 

⑤ 濁水初期濃度 

改変箇所（仮設調整池の堤体部含む）から発生する濁水濃度は「土質工学における化学の基礎

と応用」（土質工学会）に示される，宅地造成工事の濁水濃度 200～2,000mg/L を参考に，安全側

を考慮し 2,000mg/L を濁水初期濃度とした。また，未改変箇所は 200mg/L を濁水初期濃度とした。 

表 8.4-11 造成工事における濁水の発生状況 

発生地域 具体的工事名 濁水の発生量（m3/h） SS 濃度（mg/L） 

市街地 場所打杭工事 

地中連続壁工事 

泥水シールド工事 

15～16 

2～10 

15～60 

200,000～500,000 

100,000～300,000 

200,000～500,000 

市街地近郊 宅地造成工事 

飛行場造成工事 

ゴルフ場造成工事 

工事規模・降雨量によって

大きく変動する。 
200～2,000 

山岳地 トンネル工事 

ダム工事 

砕石プラント工事 

50～500 

100～1,000 

100～1,000 

500～20,000 

500～20,000 

15,000～30,000 

港湾 浚渫工事 5,000～10,000 5,000～100,000 

河川・湖沼 河川等改修工事 

橋梁基礎工事 
50～500 5,000～50,000 

出典：「土質工学における化学の基礎と応用」（土質工学会） 
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⑥ 土砂沈降特性 

予測に用いる土砂沈降試験結果は，「6.地域の概況 6.1 自然的状況 6.1.3.土壌環境」の表

6.1-92 に示す 3試料のうち，安全側を考慮し最も遅い沈降特性を示す試料 No.1 を使用することと

した。残留率と沈降速度の関係は，図 8.4-5に示すとおりである。 

表 8.4-12 試料 No.1 の沈降試験結果 

沈降時間 （分） SS 濃度 (mg/L) SS 残留率 沈降速度 (cm/min) 

0 2,000 1.000   

5 140 0.070 10.00 

10 120 0.060 5.00 

15 100 0.050 3.33 

30 89 0.045 1.67 

60 69 0.035 0.83 

180 57 0.029 0.28 

360 49 0.025 0.14 

1,440 24 0.012 0.03 

2,880       
※：SS 残留率は，SS の初期濃度 2,000mg/L に対して，沈降時間後の SS 濃度の割合である。 

※：沈降速度は，採取位置が水面下 50cm であることから，”50cm/経過時間（分）”により算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.4-5 残留率と沈降速度の関係 
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カ 予測結果 

① 各流域流末に設置する仮沈砂池からの SS 濃度 

工事中の各流域端末に設置する仮設沈砂池からの SS 濃度の予測結果は，表 8.4-13に示すとお

りである。なお，予測結果の詳細は表 8.4-14(1)～(10)及び表 8.4-15(1)～(10)に示すとおりで

ある。 

各流域流末に設置する仮沈砂池からの SS 濃度は，降雨強度が 52.2mm/h 及び 12.5mm/h の場合，

それぞれ 43.8mg/L～178.3mg/L 及び 28.9mg/L～117.8mg/L であり，仙台市公害防止条例の排水基

準（SS 濃度 200mg/L 以下）を満足するものと予測される。 

 

表 8.4-13 各流域流末に設置する仮沈砂池からの SS 濃度予測結果 

流域名称 放流先 

放流される濁水の SS 濃度 
（mg/L） 

仙台市 
公害防止条例
排水基準 

SS 濃度 
（mg/L） 

降雨強度 
52.2mm/h※1

降雨強度 
12.5mm/h※2 

山田川流域① 

山田川 

54.3 33.6 

200.0 

山田川流域② 77.3 50.2 

山田川流域③ 134.4 89.3 

新堰水路流域①+新設調整池流域(仮設調整池外) 
新堰水路

137.2 88.2 

新堰水路流域② 123.2 79.2 

新設調整池流域(仮設調整池内) 七北田川 43.8 28.9 

銅谷水路流域①+③ 
銅谷水路

69.5 42.8 

銅谷水路流域②+八沢川調整池流域④ 178.3 117.8 

八沢川調整池流域①+②+③ 八沢川 

調整池※3

121.9 75.7 

八沢川調整池流域⑤ 137.3 90.5 

※1：表 8.4-14(1)～(10)参照 

※2：表 8.4-15(1)～(10)参照 

※3：八沢川調整池流域⑤の雨水排水は，地点 6（開発区域内のため池）に流入したのち八沢川より八沢川調整池へ放流される。 
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※
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※
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※
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÷
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÷
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箇
所
 

0.
00
 

 
0.
3 
52
.2
 
0.
00
0

20
0.
0

 
 
仮
設
調
整
池
外
 

 
0.
64
 

 
 

0.
03
6

1,
20
0.
0

-
- 

10
0.
00

1,
20
0.
0

 
 
堤
体
部
 

0.
11
 

 
0.
5 
52
.2
 
0.
00
8

2,
00
0.
0

 
 
 
改
変
箇
所
 

0.
16
 

 
0.
5 
52
.2
 
0.
01
2

2,
00
0.
0

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

0.
37
 

 
0.
3 
52
.2
 
0.
01
6

20
0.
0

 

銅
谷
水
路
流
域
④
 

0.
26
2

 
1,
53
2.
8

 
仮
設
調
整
池
内
 

 
 

 
 

 
 
 
改
変
箇
所
 

 
 

 
 

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

 
 

 
 

 
 
仮
設
調
整
池
外
 

 
4.
24
 

 
 

0.
26
2

1,
53
2.
8

-
- 

10
0.
00

1,
53
2.
8

 
 
堤
体
部
 

0.
00
 

 
0.
5 
52
.2
 
0.
00
0

2,
00
0.
0

 
 
 
改
変
箇
所
 

2.
68
 

 
0.
5 
52
.2
 
0.
19
4

2,
00
0.
0

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

1.
56
 

 
0.
3 
52
.2
 
0.
06
8

20
0.
0

 

※
1：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
a
）
濁
水
流
入
量
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
2：
混
合
前
の
濃
度
は
「
オ
 
予
測
条
件
 
⑤
 
濁
水
初
期
濃
度
」
に
よ
る
。
混
合
後
の
濃
度
は
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 予
測
式
 
d
）
濁
水
混
合
に
よ
る
S
S
（
浮
遊
物
質
量
）
濃
度
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
3：
表
 
8
.4
-
9参
照
。
 

※
4：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
b
）
表
面
積
負
荷
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
5：
残
留
率
(％
)＝
0
.0
3
74
X
0.
2
89
4 ×
1
0
0
 
X：
表
面
積
負
荷
（
表
 
8
.
4
-1
2
及
び
図
 8
.
4
-
5
参
照
）
 

※
6：
流
入
す
る
濁
水
の
S
S
濃
度
（
m
g
/
L
)×
残
留
率
(％
) 

※
7：
⑧
=
0
.0
3
74
×
⑦
0
.
28
9
4 ×
10
0 

※
8：
⑫
=
0
.0
3
74
×
⑪
0
.
28
9
4 ×
10
0 
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表
 
8
.
4
-
1
4
(
9
)
 
各
流
域
流
末
に
設
置
す
る
仮
沈
砂
池
か
ら
の
S
S
濃
度
予
測
結
果
（
降
雨
強
度
：
5
2
.
2
m
m
/
h
）
（
9
/
1
0
）
 

 
 

①
②

③
 

④
 

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
 

⑩
⑪

⑫
⑬

⑭
⑮

⑯
 

⑰
 

 
 

流
域
面
積
 

(h
a）
 

流
出
係
数

降
雨
 

強
度
 

(m
m/
hr
) 

仮
設
調
整
池
（
ま
た
は
仮
沈
砂
池
）
へ
の

濁
水
流
入
量
 ※
1  

(㎥
/s
) 

流
入
す
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
2 （
mg
/L
）
仮
設
調
整
池
の

表
面
積
 ※
3

（
㎡
）
 

表
面
積

負
荷
 ※
4

（
cm
/分
）

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の
 

SS
濃
度
 ※
6 （
mg
/L
) 

仮
沈
砂
池
の

表
面
積

（
㎡
）

表
面
積

負
荷

（
cm
/分
）

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
6 （
mg
/L
)
仮
沈
砂
池
の

表
面
積

（
㎡
）

表
面
積

負
荷

（
cm
/分
）

残
留
率
 ※
5 

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の
 

SS
濃
度
 ※
6

（
mg
/L
) 

 
 

混
合
前

混
合
後

混
合
前
 

混
合
後

混
合
前

混
合
後

 
 

－
 

－
－

－
 

(1
/3
60
)×
①
×
②
×
③
 

－
 

完
全

混
合
式

- 
（
④
÷
⑥
）

×
60
00

※
7 

（
⑤
×
⑧
）
 

÷
10
0 

完
全

混
合
式
 

－
 
（
④
÷
⑩
）

×
60
00

※
8 
（
⑨
×
⑫
）

÷
10
0 

完
全

混
合
式

－
 
（
④
÷
⑭
）

×
60
00

※
9 

（
⑬
×
⑯
）
÷
10
0 

八
沢
川
調
整
池
流
域
①
+
②
+
③
 

 
 

2.
01
0

 
43
2.
7

11
.2
5
1,
07
2.
0

28
.1
7 

12
1.
9 

八
沢
川
調
整
池
流
域
①
 

 
 
1.
39
6

 
46
5.
2

22
.5
0

37
2.
3

20
.7
4

96
.5

 
 

 
仮
設
調
整
池
内
 

 
14
.9
1

 
 
1.
08
1 

2,
00
0.
0

30
,1
00

0.
21
5

2.
40

48
.0
 

 
 

 
 
改
変
箇
所
 

14
.9
1 

0.
5
52
.2
 
1.
08
1 

 
2,
00
0.
0

 
 

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

0.
00
 

0.
3
52
.2
 
0.
00
0 

 
20
0.
0

 
 

 
 
仮
設
調
整
池
外
 

 
4.
51

 
 
0.
31
5 

1,
89
7.
1

-
-

10
0.
00

1,
89
7.
1 

 
 

 
 
堤
体
部
 

2.
10
 

0.
5
52
.2
 
0.
15
2 

 
2,
00
0.
0

 
 

 
 
 
改
変
箇
所
 

2.
00
 

0.
5
52
.2
 
0.
14
5 

 
2,
00
0.
0

 
 

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

0.
41
 

0.
3
52
.2
 
0.
01
8 

 
20
0.
0

 
 

 

八
沢
川
調
整
池
流
域
②
 

 
 
0.
47
9

 
97
1.
0

0.
00

10
0.
00

97
1.
0

 
 

 
仮
設
調
整
池
内
 

 
3.
39

 
 
0.
24
6 

2,
00
0.
0

2,
80
0

0.
52
7

3.
11

62
.2
 

 
 

 
 
改
変
箇
所
 

3.
39
 

0.
5
52
.2
 
0.
24
6 

 
2,
00
0.
0

 
 

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

0.
00
 

0.
3
52
.2
 
0.
00
0 

 
20
0.
0

 
 

 
 
仮
設
調
整
池
外
 

 
3.
31

 
 
0.
23
3 

1,
93
0.
5

-
-

10
0.
00

1,
93
0.
5 

 
 

 
 
堤
体
部
 

1.
22
 

0.
5
52
.2
 
0.
08
8 

 
2,
00
0.
0

 
 

 
 
 
改
変
箇
所
 

1.
88
 

0.
5
52
.2
 
0.
13
6 

 
2,
00
0.
0

 
 

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

0.
21
 

0.
3
52
.2
 
0.
00
9 

 
20
0.
0

 
 

 

八
沢
川
調
整
池
流
域
③
 

 
 
0.
13
5

 
2,
00
0.
0

0.
00

10
0.
00

2,
00
0.
0

 
 

 
仮
設
調
整
池
内
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
改
変
箇
所
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

 
 

 
 

 
 

 
 
仮
設
調
整
池
外
 

 
1.
86

 
 
0.
13
5 

2,
00
0.
0

-
-

10
0.
00

2,
00
0.
0 

 
 

 
 
堤
体
部
 

0.
00
 

0.
5
52
.2
 
0.
00
0 

 
2,
00
0.
0

 
 

 
 
 
改
変
箇
所
 

1.
86
 

0.
5
52
.2
 
0.
13
5 

 
2,
00
0.
0

 
 

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

0.
00
 

0.
3
52
.2
 
0.
00
0 

 
20
0.
0

 
 

 

※
1：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
a
）
濁
水
流
入
量
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
2：
混
合
前
の
濃
度
は
「
オ
 
予
測
条
件
 
⑤
 
濁
水
初
期
濃
度
」
に
よ
る
。
混
合
後
の
濃
度
は
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 予
測
式
 
d
）
濁
水
混
合
に
よ
る
S
S
（
浮
遊
物
質
量
）
濃
度
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
3：
表
 
8
.4
-
9参
照
。
 

※
4：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
b
）
表
面
積
負
荷
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
5：
残
留
率
(％
)＝
0
.0
3
74
X
0.
2
89
4 ×
1
0
0
 
X：
表
面
積
負
荷
（
表
 
8
.
4
-1
2
及
び
図
 8
.
4
-
5
参
照
）
 

※
6：
流
入
す
る
濁
水
の
S
S
濃
度
（
m
g
/
L
)×
残
留
率
(％
) 

※
7：
⑧
=
0
.0
3
74
×
⑦
0
.
28
9
4 ×
10
0 

※
8：
⑫
=
0
.0
3
74
×
⑪
0
.
28
9
4 ×
10
0 

※
9：
⑯
=
0
.0
3
74
×
⑮
0
.
28
9
4 ×
10
0 
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表
 
8
.
4
-
1
4
(
1
0
)
 
各
流
域
流
末
に
設
置
す
る
仮
沈
砂
池
か
ら
の
S
S
濃
度
予
測
結
果
（
降
雨
強
度
：
5
2
.
2
m
m
/
h
）
（
1
0/
10
）
 

①
 

②
③

④
⑤

⑥
⑦
 

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫
⑬

 
 

流
域
面
積
 

(h
a）
 

流
出
係
数

降
雨
強
度

(m
m/
hr
)

仮
設
調
整
池
（
ま
た
は
仮
沈
砂
池
）
へ
の

濁
水
流
入
量
 ※
1  

(㎥
/s
) 

流
入
す
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
2 （
mg
/L
）
仮
設
調
整
池
の
 

表
面
積
 ※
3

（
㎡
）
 

表
面
積
 

負
荷
 ※
4  

（
cm
/分
）
 

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
6 （
mg
/L
)
仮
沈
砂
池
の

表
面
積

（
㎡
）

表
面
積

負
荷

（
cm
/分
）

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
6

（
mg
/L
) 

混
合
前

混
合
後

混
合
前

混
合
後

 
 

－
 

－
 

－
－

(1
/3
60
)×
①
×
②
×
③
 

－
 

完
全

混
合
式

- 
（
④
÷
⑥
）

×
60
00
 

※
7 
（
⑤
×
⑧
）

÷
10
0 

完
全

混
合
式

－
 
（
④
÷
⑩
）

×
60
00

※
8 
（
⑨
×
⑫
）
÷
10
0

八
沢
川
調
整
池
流
域
⑤
 

0.
32
5

 
 

82
5.
8

11
.2
5

17
3.
3

16
.6
3

13
7.
3

 
仮
設
調
整
池
内
 

 
 

 
 

 
 
改
変
箇
所
 

 
 

 
 

 
 
未
改
変
箇
所
 

 
 

 
 

 
仮
設
調
整
池
外
 

 
6.
44
 

0.
32
5

82
5.
8

- 
- 

10
0.
00

82
5.
8

 
 
堤
体
部
 

0.
00
 

 
0.
5
52
.2

0.
00
0

2,
00
0.
0

 
 

 
 
改
変
箇
所
 

1.
56
 

 
0.
5
52
.2

0.
11
3

2,
00
0.
0

 
 

 
 
未
改
変
箇
所
 

4.
88
 

 
0.
3
52
.2

0.
21
2

20
0.
0

 
 

※
1：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
a
）
濁
水
流
入
量
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
2：
混
合
前
の
濃
度
は
「
オ
 
予
測
条
件
 
⑤
 
濁
水
初
期
濃
度
」
に
よ
る
。
混
合
後
の
濃
度
は
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 予
測
式
 
d
）
濁
水
混
合
に
よ
る
S
S
（
浮
遊
物
質
量
）
濃
度
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
3：
表
 
8
.4
-
9参
照
。
 

※
4：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
b
）
表
面
積
負
荷
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
5：
残
留
率
(％
)＝
0
.0
3
74
X
0.
2
89
4 ×
1
0
0
 
X：
表
面
積
負
荷
（
表
 
8
.
4
-1
2
及
び
図
 8
.
4
-
5
参
照
）
 

※
6：
流
入
す
る
濁
水
の
S
S
濃
度
（
m
g
/
L
)×
残
留
率
(％
) 

※
7：
⑧
=
0
.0
3
74
×
⑦
0
.
28
9
4 ×
10
0 

※
8：
⑫
=
0
.0
3
74
×
⑪
0
.
28
9
4 ×
10
0 
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表
 
8
.
4
-
1
5
(
1
)
 
各
流
域
流
末
に
設
置
す
る
仮
沈
砂
池
か
ら
の
S
S
濃
度
予
測
結
果
（
降
雨
強
度
：
1
2
.
5
m
m
/
h
）
（
1
/
1
0
）
 

①
 

②
 

③
④

⑤
⑥

⑦
 

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫
⑬

 
 

流
域
面
積
 

(h
a）
 

流
出
 

係
数
 

降
雨
強
度

(m
m/
hr
)

仮
設
調
整
池
（
ま
た
は
仮
沈
砂
池
）
へ
の

濁
水
流
入
量
 ※
1  

(㎥
/s
) 

流
入
す
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
2 （
mg
/L
）
仮
設
調
整
池
の

表
面
積
 ※
3

（
㎡
）
 

表
面
積
 

負
荷
 ※
4  

（
cm
/分
）
 

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の
 

SS
濃
度
 ※
6 （
mg
/L
) 

仮
沈
砂
池
の

表
面
積

（
㎡
）

表
面
積

負
荷

（
cm
/分
）

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
6

（
mg
/L
) 

混
合
前

混
合
後

混
合
前

混
合
後

 
 

－
 

－
 

－
 

－
(1
/3
60
)×
①
×
②
×
③
 

－
 

完
全

混
合
式

- 
（
④
÷
⑥
）

×
60
00
 

※
7 

（
⑤
×
⑧
）

÷
10
0 

完
全

混
合
式

－
 
（
④
÷
⑩
）

×
60
00

※
8 
（
⑨
×
⑫
）
÷
10
0

山
田
川
流
域
①
 

0.
25
9

 
21
6.
0

11
.2
5

13
8.
1

15
.5
7

33
.6

 
仮
設
調
整
池
内
 

 
13
.7
7 

 
0.
22
8

1,
86
5.
8

29
,3
90

0.
04
7 

1.
54

28
.7

 
 
改
変
箇
所
 

12
.1
5 

 
0.
5 
12
.5

0.
21
1

2,
00
0.
0

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

1.
62
 

 
0.
3 
12
.5

0.
01
7

20
0.
0

 
 
仮
設
調
整
池
外
 

 
2.
09
 

 
0.
03
1

1,
59
3.
5

-
- 

10
0.
00

1,
59
3.
5

 
 
堤
体
部
 

1.
23
 

 
0.
5 
12
.5

0.
02
1

2,
00
0.
0

 
 
 
改
変
箇
所
 

0.
16
 

 
0.
5 
12
.5

0.
00
3

2,
00
0.
0

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

0.
70
 

 
0.
3 
12
.5

0.
00
7

20
0.
0

 

※
1：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
a
）
濁
水
流
入
量
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
2：
混
合
前
の
濃
度
は
「
オ
 
予
測
条
件
 
⑤
 
濁
水
初
期
濃
度
」
に
よ
る
。
混
合
後
の
濃
度
は
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 予
測
式
 
d
）
濁
水
混
合
に
よ
る
S
S
（
浮
遊
物
質
量
）
濃
度
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
3：
表
 
8
.4
-
9参
照
。
 

※
4：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
b
）
表
面
積
負
荷
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
5：
残
留
率
(％
)＝
0
.0
3
74
X
0.
2
89
4 ×
1
0
0
 
X：
表
面
積
負
荷
（
表
 
8
.
4
-1
2
及
び
図
 8
.
4
-
5
参
照
）
 

※
6：
流
入
す
る
濁
水
の
S
S
濃
度
（
m
g
/
L
)×
残
留
率
(％
) 

※
7：
⑧
=
0
.0
3
74
×
⑦
0
.
28
9
4 ×
10
0 

※
8：
⑫
=
0
.0
3
74
×
⑪
0
.
28
9
4 ×
10
0 

 
表
 
8
.
4
-
1
5
(
2
)
 
各
流
域
流
末
に
設
置
す
る
仮
沈
砂
池
か
ら
の
S
S
濃
度
予
測
結
果
（
降
雨
強
度
：
1
2
.
5
m
m
/
h
）
（
2
/
1
0
）
 

①
 

②
 

③
④

⑤
⑥

⑦
 

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫
⑬

 
 

流
域
面
積
 

(h
a）
 

流
出
 

係
数
 

降
雨
強
度

(m
m/
hr
)

仮
設
調
整
池
（
ま
た
は
仮
沈
砂
池
）
へ
の

濁
水
流
入
量
 ※
1  

(㎥
/s
) 

流
入
す
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
2 （
mg
/L
）
仮
設
調
整
池
の

表
面
積
 ※
3

（
㎡
）
 

表
面
積
 

負
荷
 ※
4  

（
cm
/分
）
 

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の
 

SS
濃
度
 ※
6 （
mg
/L
) 

仮
沈
砂
池
の

表
面
積

（
㎡
）

表
面
積

負
荷

（
cm
/分
）

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
6

（
mg
/L
) 

混
合
前

混
合
後

混
合
前

混
合
後

 
 

－
 

－
 

－
 

－
(1
/3
60
)×
①
×
②
×
③
 

－
 

完
全

混
合
式

- 
（
④
÷
⑥
）

×
60
00
 

※
7 

（
⑤
×
⑧
）

÷
10
0 

完
全

混
合
式

－
 
（
④
÷
⑩
）

×
60
00

※
8 
（
⑨
×
⑫
）
÷
10
0

山
田
川
流
域
②
 

0.
19
1

 
43
0.
3

22
.5
0

50
.9
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.6
6
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.2

 
仮
設
調
整
池
内
 

 
8.
38
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5

2,
00
0.
0
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,9
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0.
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1.
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改
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所
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0.
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0.
0
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00
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0
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0.
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12
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0.
0

 
 
 
改
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所
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34
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.5

0.
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00
0.
0

 
 
 
未
改
変
箇
所
 

0.
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0.
3 
12
.5

0.
00
8

20
0.
0

 

※
1：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
a
）
濁
水
流
入
量
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
2：
混
合
前
の
濃
度
は
「
オ
 
予
測
条
件
 
⑤
 
濁
水
初
期
濃
度
」
に
よ
る
。
混
合
後
の
濃
度
は
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 予
測
式
 
d
）
濁
水
混
合
に
よ
る
S
S
（
浮
遊
物
質
量
）
濃
度
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
3：
表
 
8
.4
-
9参
照
。
 

※
4：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
b
）
表
面
積
負
荷
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
5：
残
留
率
(％
)＝
0
.0
3
74
X
0.
2
89
4 ×
1
0
0
 
X：
表
面
積
負
荷
（
表
 
8
.
4
-1
2
及
び
図
 8
.
4
-
5
参
照
）
 

※
6：
流
入
す
る
濁
水
の
S
S
濃
度
（
m
g
/
L
)×
残
留
率
(％
) 

※
7：
⑧
=
0
.0
3
74
×
⑦
0
.
28
9
4 ×
10
0 

※
8：
⑫
=
0
.0
3
74
×
⑪
0
.
28
9
4 ×
10
0 
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表
 
8
.
4
-
1
5
(
3
)
 
各
流
域
流
末
に
設
置
す
る
仮
沈
砂
池
か
ら
の
S
S
濃
度
予
測
結
果
（
降
雨
強
度
：
1
2
.
5
m
m
/
h
）
（
3
/
1
0
）
 

 
①
 

②
 

③
④

⑤
⑥

⑦
 

⑧
⑨

⑩
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⑬

 
 

流
域
面
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強
度
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)

仮
設
調
整
池
（
ま
た
は
仮
沈
砂
池
）
へ
の

濁
水
流
入
量
 ※
1  

(㎥
/s
) 

流
入
す
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
2 （
mg
/L
）
仮
設
調
整
池
の

表
面
積
 ※
3

（
㎡
）
 

表
面
積
 

負
荷
 ※
4  

（
cm
/分
）
 

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の
 

SS
濃
度
 ※
6 （
mg
/L
) 

仮
沈
砂
池
の

表
面
積

（
㎡
）

表
面
積

負
荷

（
cm
/分
）

残
留
率
 ※
5

(%
) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
6

（
mg
/L
) 

混
合
前

混
合
後

混
合
前

混
合
後

 
 

－
 

－
 

－
 

－
(1
/3
60
)×
①
×
②
×
③
 

－
 

完
全

混
合
式

- 
（
④
÷
⑥
）

×
60
00
 

※
7 

（
⑤
×
⑧
）

÷
10
0 

完
全

混
合
式
 

－
 
（
④
÷
⑩
）

×
60
00

※
8 
（
⑨
×
⑫
）
÷
10
0

山
田
川
流
域
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9
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※
1：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
a
）
濁
水
流
入
量
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
2：
混
合
前
の
濃
度
は
「
オ
 
予
測
条
件
 
⑤
 
濁
水
初
期
濃
度
」
に
よ
る
。
混
合
後
の
濃
度
は
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 予
測
式
 
d
）
濁
水
混
合
に
よ
る
S
S
（
浮
遊
物
質
量
）
濃
度
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
3：
表
 
8
.4
-
9参
照
。
 

※
4：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
b
）
表
面
積
負
荷
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
5：
残
留
率
(％
)＝
0
.0
3
74
X
0.
2
89
4 ×
1
0
0
 
X：
表
面
積
負
荷
（
表
 
8
.
4
-1
2
及
び
図
 8
.
4
-
5
参
照
）
 

※
6：
流
入
す
る
濁
水
の
S
S
濃
度
（
m
g
/
L
)×
残
留
率
(％
) 

※
7：
⑧
=
0
.0
3
74
×
⑦
0
.
28
9
4 ×
10
0 

※
8：
⑫
=
0
.0
3
74
×
⑪
0
.
28
9
4 ×
10
0 
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4
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1
5
(
4
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各
流
域
流
末
に
設
置
す
る
仮
沈
砂
池
か
ら
の
S
S
濃
度
予
測
結
果
（
降
雨
強
度
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1
2
.
5
m
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/
h
）
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4
/
1
0
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①
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⑦
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⑩
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⑮

⑯
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積
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) 
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設
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整
池
（
ま
た
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仮
沈
砂
池
）
へ
の

濁
水
流
入
量
 ※
1  

(㎥
/s
) 

流
入
す
る
濁
水
の

SS
濃
度
 ※
2 （
mg
/L
）
仮
設
調
整
池
の

表
面
積
 ※
3

（
㎡
）
 

表
面
積

負
荷
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4

（
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/分
）

残
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5
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) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の
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濃
度
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) 

仮
沈
砂
池
の

表
面
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（
㎡
）
 

表
面
積

負
荷

（
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/分
）

残
留
率
 ※
5
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) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の
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濃
度
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6 （
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/L
)
仮
沈
砂
池
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表
面
積

（
㎡
）

表
面
積

負
荷

（
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/分
）

残
留
率
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5 
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) 

放
流
さ
れ
る
濁
水
の
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濃
度
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6

（
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前
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後
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合
後
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後
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②
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③
 

－
 

完
全

混
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④
÷
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）

×
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※
7 

（
⑤
×
⑧
）
 

÷
10
0 

完
全

混
合
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④
÷
⑩
）

×
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00

※
8 
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÷
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0 

完
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－
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÷
⑭
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×
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00

※
9 

（
⑬
×
⑯
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0 
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3
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※
1：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
a
）
濁
水
流
入
量
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
2：
混
合
前
の
濃
度
は
「
オ
 
予
測
条
件
 
⑤
 
濁
水
初
期
濃
度
」
に
よ
る
。
混
合
後
の
濃
度
は
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 予
測
式
 
d
）
濁
水
混
合
に
よ
る
S
S
（
浮
遊
物
質
量
）
濃
度
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
3：
表
 
8
.4
-
9参
照
。
 

※
4：
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
b
）
表
面
積
負
荷
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
5：
残
留
率
(％
)＝
0
.0
3
74
X
0.
2
89
4 ×
1
0
0
 
X：
表
面
積
負
荷
（
表
 
8
.
4
-1
2
及
び
図
 8
.
4
-
5
参
照
）
 

※
6：
流
入
す
る
濁
水
の
S
S
濃
度
（
m
g
/
L
)×
残
留
率
(％
) 

※
7：
⑧
=
0
.0
3
74
×
⑦
0
.
28
9
4 ×
10
0 

※
8：
⑫
=
0
.0
3
74
×
⑪
0
.
28
9
4 ×
10
0 

※
9：
⑯
=
0
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3
74
×
⑮
0
.
28
9
4 ×
10
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表
 
8
.
4
-
1
5
(
5
)
 
各
流
域
流
末
に
設
置
す
る
仮
沈
砂
池
か
ら
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S
濃
度
予
測
結
果
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降
雨
強
度
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2
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/
h
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/
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た
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濁
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流
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す
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濃
度
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㎡
）
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) 

混
合
前
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後
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÷
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÷
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0 
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÷
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0
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※
1：
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エ
 
予
測
方
法
 
②
 
予
測
式
 
a
）
濁
水
流
入
量
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
2：
混
合
前
の
濃
度
は
「
オ
 
予
測
条
件
 
⑤
 
濁
水
初
期
濃
度
」
に
よ
る
。
混
合
後
の
濃
度
は
「
エ
 
予
測
方
法
 
②
 予
測
式
 
d
）
濁
水
混
合
に
よ
る
S
S
（
浮
遊
物
質
量
）
濃
度
の
算
定
」
に
よ
る
。
 

※
3：
表
 
8
.4
-
9参
照
。
 

※
4：
「
エ
 
予
測
方
法
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② 放流先の水質への影響 

放流先の水の濁りの予測結果は，表 8.4-16に示すとおりである。 

地点 1，地点 2，地点 4，地点 5では現況の降雨時より SS 濃度が低くなる。地点 3及び地点 6で

は現況の降雨時より SS 濃度が高くなるものの，その濃度は他の予測地点に比べて低い。 

したがって，切土・盛土・掘削等による放流先の水質への影響は小さいものと予測される。 

 

表 8.4-16 工事中の降雨時における下流域の SS 予測濃度（時間雨量 12.5mm） 

予測 

地点 

調査地点の濁水※1 対象事業計画地からの濁水※2 合成 

SS 濃度

(mg/L) 
SS 濃度 
(mg/L) 

流量 
(ｍ3/s) 

SS 濃度 
(mg/L) 

流量 
(ｍ3/s) 

SS 濃度
(mg/L) 

流量 
(ｍ3/s)

SS 濃度
(mg/L) 

流量 
(ｍ3/s) 

SS 濃度 
(mg/L) 

流量 
(ｍ3/s)

地点 1 

現地調査結果 山田川流域① 山田川流域② 山田川流域③ 

 196.0 
210 5.248 33.6 0.259 50.2 0.191 89.3 0.035 

地点 2 

現地調査結果 
新堰水路流域①+ 

新設調整池流域の調整池外
新堰水路流域②  

 86.9 

100 0.162 88.2 0.158 79.2 0.305   

地点 3 

現地調査結果 銅谷水路流域①③ 
銅谷水路流域②＋ 

八沢川調整池流域④  

 
 50.0 

21 0.189 42.8 0.324 117.8 0.115 

地点 4 

現地調査結果 八沢川調整池流域①②③ 八沢川調整池流域⑤

  122.6 

150 0.915 75.7 0.481 90.5 0.078 

地点5※3 

現地調査結果 新設調整池流域 山田川流域① 山田川流域② 山田川流域③ 

137.9 
140 46.378 28.9 0.472 33.6 0.259 50.2 0.191 89.3 0.035

地点 6 
現地調査結果 八沢川調整池流域⑤ 

   71.7 
21 0.029 90.5 0.078 

※1：調査地点の濁水は，表 8.4-7の平成 26 年 10 月 6 日の調査結果を使用した。 

※2：対象事業計画地からの濁水の緒元は，表 8.4-15(1)～(10)の値を使用した。 

※3：地点 5（七北田川）の合成 SS 濃度予測は，七北田川上流に山田川が存在するため，地点 1（山田川）へ流入する濁水（山田川流域①

～③）も含めた。 

※4：地点 6（開発区域内のため池）の合成 SS 濃度予測は，八沢川調整池へ放流される前に八沢川調整池流域⑤の雨水排水が流入するた

め，八沢川調整池流域⑤との合成予測を行った。 
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8.4.3. 環境の保全及び創造のための措置 
(1) 工事による影響（切土・盛土・掘削等） 

切土・盛土・掘削等による水質への影響を予測した結果，各流域流末に設置する仮沈砂池から

の SS 濃度は仙台市公害防止条例排水基準を満足するものと予測された。また，放流先の水質への

影響は小さいものと予測された。 

本事業の実施にあたっては，切土・盛土・掘削等による水質への影響を可能な限り低減するた

め，表 8.4-17に示す措置を講ずることとする。 

表 8.4-17 環境の保全及び創造のための措置（工事による影響(切土・盛土・掘削等)） 

環境影響要因 環境の保全及び創造のための措置の内容 
工事による影響

（切土・盛土・掘削等） 
●工程管理 

・供用後の雨水流出対策として対象事業計画地南西部に計画して

いる調整池を早期に整備することで，工事中の雨水排水処理に

も対応する。 
●仮設調整池の設置及び仮沈砂池の堆積土砂の除去 

・仮設調整池の貯水池及び堤体の管理のほか，仮沈砂池に堆積し

た土砂は適宜除去する。 
●土砂流出抑制対策の実施 

・造成後の裸地については，速やかに転圧，緑化を施すなどの工

事計画を立てることにより，濁水発生を抑制する。 
・長期間の裸地となることで土砂の流出の可能性が生じた場合に

は，必要に応じてシート等で覆うことや仮設桝を設置する等の

対策を必要に応じて実施する。 
・掘削後の仮置き土砂は，必要に応じてシート等で覆い濁水発生

の抑制に努める。 
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8.4.4. 評価 
(1) 工事による影響（切土・盛土・掘削等） 
ア 回避・低減に係る評価 

① 評価方法 

予測結果を踏まえ，切土・盛土・掘削等による水の濁りの影響が，適切な濁水処理施設の設置

等の保全対策により実行可能な範囲内で回避・低減が図られているか否かを判断する。 

 

② 評価結果 

環境保全措置として，工程管理，仮設調整池の設置及び仮沈砂池の堆積土砂の除去，土砂流出

抑制対策の実施により濁水発生の抑制が図られていることから，切土・盛土・掘削等に伴い発生

する濁水による放流先への水質の影響は実行可能な範囲で回避・低減が図られているものと評価

する。 

 

イ 基準や目標との整合性に係る評価 

① 評価方法 

予測結果が，表 8.4-18に示す基準等と整合が図られているかを評価する。 

表 8.4-18 整合を図る基準・目標（工事による影響(切土・盛土・掘削等)） 

環境影響要因 整合を図る基準の内容 
工事による影響 

(切土・盛土・掘削等) 
・「仙台市公害防止条例施行規則」(平成 8 年 3 月 29 日 規則第

25 号) 

 

② 評価結果 

工事中の降雨時における各流域末に設置する仮沈砂池からの SS（浮遊物質量）濃度は，「仙台市

公害防止条例」の排水基準（200mg/L 以下）を満足していることから，上記の基準・目標と整合が

図られているものと評価する。 
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